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　 The　study 　was 　investigated　oonceming 　bathroom 　design　and 　heat　balance　ofhuman 　body．　 Pos加res　were 　three 　types．

The　first　was 　sedentary 　on 　the　chair （200mln　hcighり，　the　second 　was 　sitting　with 　knees　bending　on 　the　floor　and 出c　third

was 　sitting 　with 　legs　stletching 　oll　the　flooL　The 　experiment 　was 　done 　in　the 　chamber 　that　clirnates 　were 　controlled ．

［［hermal　environments ，　heart　rate，　heat 且ow
，
　mean 　skin 　temperature

，
　rectal 　temperature ，　blood 且ow ，　heat　now 　and 　thermal

conductivity 　were 　mcasured 　in　the　charnber ．　The　same 　elements 　and 　water 　temperature　except 　themlal　conductivity 　were

also 　measuled 　in　the　bathtub．

　 Results　are 　shown 　in　the　following：

　 Thermal　conductivity 　increases　with 　heart　rate　and 　blood　flow．

　 Thermal 　heat　fiow　increases　when 　body　is　moved 　or　when 　water 　is　moved 　in　the　bathtub．　 On　thc　same 　time，　blood

flow　of 　thigh 　is　decreased．

　　Blood　flow　when 　sitting　with 　legs　stretching 　is　higher　than 　that　when 　sitting 　with 　knees　bending．

　 Bathtub　length　of　1300mm 　is　necessary 　for　body　warming 　up 　with 　legs　stretching 　and 　with 　legs　moving 　in　bathtub．

1．は じめ に

　高齢化す る社会 におい て 、介護 の 問題 も含め て 、住

宅 に おけ る 快適な入 浴 に つ い て浴室 サ イズや 、浴槽の

大きさ、洗い場の空間計画 が重要な設計の要素 とな る 。

快適性が特に注 目され、浴室 暖房の 空気調和や滑 りに

対する安全性、一方、設備 の 充実が目ぎましい、気泡

を噴射する 型式 は全身をマ ッ サージする効果や半身浴

ベ ンチ を利用 する と 、 足 の マ ッ サージ に 使用で き る 。

一
方、従来の和風浴槽計画 で は投 げ足状態で は寸法が

不足するため、立て 膝 の 姿勢で入浴する 、入浴の 目的

の
一

つ で ある 「ぬ くも り」 に注目 し、 生理的な要素と

浴室設計寸法の 大小 に関わ る 問題を考えた い 。冷たい

浴室環境改善に関わ る研究 L2 》は多方面か ら行わ れ て

い る 3） が、ぬ くも りと姿勢に関わる報告 は少な い 。狭

い浴室 で もぬ くもる為の 入浴や入浴姿勢に 関わる浴槽

サイズを考 えた い 。

2 ．実験方法

　被験者は、健康な青年男子学生 3名を対象に、木造

一
戸建て住宅 で 行 っ た。プ ロ フ ィ

ー
ル の 概 要 をTable1

に、姿勢 の 種類 を図
一ユ に 示す。実験手順に お い て被

験者は各種セ ンサーを装着 した後、シ ョ
ートパ ン ツ と

標準服に着替え（0．63clo）、前室 へ 移動 し15分間安 静に

した後、脱 衣室 に 移 動 し、標準服 を脱衣し浴室内に て

5分間椅座位で滞在 して もら っ た。次に浴槽 に 5分 間全

身静止浴
・立て膝位で浸 り、そ の後 5 分間手足を左右

に軽 く動か して も らっ た。次 いで コ ン トロ
ー

ル として

再び 5分間椅座位 を保 っ た後浴槽に 5分間全 身静止浴 ・

投げ足位で浸 り 、 そ の 後同様に 5 分聞手足 を左右に軽

く動か して もらい、5分間椅座位を保 っ た後、脱衣室 に

て 身体をタオル で 十分に拭い て か らシ ョ
ー

トパ ン ツ を

履き替え、前室 へ 移動 し椅座位で 当初の 皮膚温に達す

る まで滞在 して もらっ た。熱環境要素は前室 ・浴室 内

の床上 1．2　mtz 球温度、湿 球温度、グ ロ
ーブ温度及び

風速を測定 した 。 生体側の 要素 と して 被 験者 に は、

Hardy ＆Dubois による皮膚表面温度 7 点及 び直腸温

Table．1　PrDf皿e　of 　subj 　eCts

AeSexHei 　htWei 　ht ％FatLBMBS 《 Fat　Unit
Sub ．No 【Year〕 ［M／F］ ［cm ］ ［kg｝ ［％1 ［kg］ ［m

’
】 ［kg／m

聖1
Avera23M164 ．756 ．319 ．445 ．01 、66 ．9
SD 一 一 3．067 ．078 ，151 ．270 ．073 ．44
Sub．123M16264 ．227 ．746 ，41 ．6910 ．5
Sub．223M16850 ．511 ．444 ．71 ．573 ．7
Sub．323M16454 ．319 ．143 ．91 ．596 ．5
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度、胸部 3 点誘導に よる心拍、耳朶 に て脈拍、上腕部の

血圧、レーザー ドッ プ ラー血 流計 に よ り ア キ レ ス腱付近

の皮膚表面よ り約 1mm の 深さの 血流量とレーザ ー光の

送受セ ン サーフ ァ イバ ーの間隔を 1mm に拡大 しさ らに

深部 まで の 血流を大腿部に つ い て 時刻変化の 記録を行 っ

た 。 また被験者には、9 段階評価で温冷感 申告 を計 8 回

して も らい 、また 「ち ょ うど良い 」 と感 じた時にも 自ら

申告 して も らっ た。また、第 二 の 実験は、近畿大学建築

土木実験棟恒温室 内で 行 っ た。熱伝導率
4 ＞を立て 膝位 と

投 げ足位で 測定 した 。同様 の被 験者 を対象 に標 準 服

（O．63clo）で 、椅座位 15分間 を保ちそ の 後立て膝位を 10

分間、コ ン トロ
ー

ル として椅座位を 10分間、投げ足位を

10分間、最後 に再び椅座位 10分間、計 50分間を 1セ ッ

トとして 測定を行 っ た。また こ の時の脈拍、皮膚表面温

度、直腸温度、大腿部の 血 流も測定した 。

人間一生活環境系シ ン ポジ ウム （東京、

3 ．結果及び考 察

　入浴時の 被験者 2 の 平均皮膚表面、直腸温度、湯 の 温

度及び浴室壁表面、湿球温度 の 変化 を図
一2 に示す。平

均皮膚表面温度はそれぞれの 姿勢で手足を動か したとき

1℃程度 の 上昇が認め られ、浴室 内気温 は約 23．8℃、相

対湿度 75％、壁表面温度は平均 24℃ で 南面が約 1 ℃高

い 。 温冷感申告はやや暖かい 程度で 、 浴室が寒い 感覚で

はなか っ た。また、図一 3 に測定時の写真 を示す 。

　体を動か し始めた当初は温度境界層 は く離 によ っ て 血

流が増 加す る が、浴槽 内に お い て 血 流量 と熱流 の 関係は

負の場合が多 くみ られ、物理的な圧 力や 自律神経系の影

響 によるも の をさ らに分析 したい。図
一 4 に姿勢別 によ

る血流変化を示す。体動 によ っ て 動作開始時には 自らの

血流が変化する が 、 そ の後、低く安定する場合が各姿勢

に同様な傾向が認められた 。 こ れ は皮膚表面温度が体動

によ っ て 湯温 に近 づく場合 も考え られ る。今回 は 40 ℃

以下 で あ っ たが 、終 了時 に は体が非常 に 温 ま り、回復 に

は 40 分程度を要 した 。

図
一 5 の 熱伝導率 と血流の関係は恒温恒湿室 にお い て 3

つ の姿勢を変化させ た時の 相関を示 した、血流が増すこ

とによ っ て 熱 伝導率 の 増加が認め られた 。 図
一 6は椅

座、立て膝位および投げ足位で大腿 の熱伝導率 を測定 し

た結果で ある。投げ足位は増加が大きく、実際 の 浴室で

の 効果が熱移動 に よ る割合 が大き い と考え られ る。した

が っ て 、浴室 の 寸法は投げ足姿勢 を満足する寸法が望 ま

し い と考 える。
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4 ．まと め

1）　平均皮膚表面温度は体動によ っ て 湯温に近づ く 。

2 ）　投 げ足位 は立て 膝 位よ り血 流が増 して 熱伝導率が

高 くな り、皮膚 に熱が よ く伝わる。
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